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再生医療は、これまで治療法のなかった難治性治療の患者さんに対する新たな治
療法をうみだしている。一方で、再生医療の普及には安定的な細胞供給システム
の構築が重要な課題となっており、大阪大学では、患者さんの余剰組織から臨床
グレードの間葉系幹細胞を調製し、凍結保存（バンク）を行っている。本講演では、
おもに間葉系幹細胞を中心とした再生医療の概説と、間葉系幹細胞バンク運用の
取り組みについてご紹介する。

#11 再生医療と間葉系幹細胞バンク
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Ⅰ.再生医療の現状

Ⅱ.間葉系幹細胞バンク運用の
取り組みについて


	スライド番号 1

